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１．送迎の目的
・ 事故やケガなく、安全に学校からネクスファまで送り届けること

２．準備
・連絡用携帯電話 ・お金（雨天時バス乗車用）

３．送迎の流れ
（１）出発＝業務の開始
出発時にネクスファに電話で連絡する。
（２）到着・待ち合わせ
学校等、所定の待ち合わせ場所に到着。児童と合流したら、ネクスファに電話で連絡する。
※待ち合わせ場所に遅れそうなときは早めにネクスファに連絡する。
※時間になっても児童が来ない場合も、その旨ネクスファに連絡する。
ネクスファは保護者に連絡を取り状況を確認し、その内容を送迎スタッフに連絡する。

（３）移動
児童とともにネクスファへ移動。 ※必ず、送迎時の心構えをお読みください
（４）到着＝業務の終了
玄関に置いてある送迎記録票に必要事項を記入、業務終了。

４．送迎時の心構え
・ 何よりも安全が最優先です。安全のために、ネクスファへの到着が遅くなっても構いません。
・ 子どもへの指示や注意については、必要だと判断したら、いったん止まって行って下さい。
・ 子どもの様子や表情で、気がかりなことがあれば、到着後、教室運営者までお伝え下さい。

５．送迎時の基本
・ 児童は歩道の内側を歩かせてください
・ 大人と児童、あるいは児童同士で必ず手をつないでください
・ どんな場合でも、子どもが走らないようにしてください
・ 道路を渡るときは、必ず止まって一緒に安全確認しましょう

また、子どもが自分自身で安全を確認するよう、促して下さい
・ 信号が点滅した（しそうな）ときは無理して渡らず、次の機会を待ちましょう

【児童の人数が多く、複数で送迎する場合】
・ スタッフが２人の場合、それぞれ児童の前と後ろを歩く。３人の場合は前・真ん中・後ろを歩く。
・ 前を歩いているスタッフが、進む・止まるを判断する。
・ （３人の場合）道路を渡るときは、先頭のスタッフが止まって確認している間に、

真ん中担当のスタッフが先頭まで行き、列のはじめから全員が渡り終わるまで交差点に立つ。
・ 前後の間を空けずに歩かせる。目安は、２人分空いたら詰める。

６．緊急時について
（児童の体調が悪い場合／交通事故にあった場合）
１ 児童の状態を確認し、応急処置を行う。
２ ネクスファへ連絡する。
３ １１０番（警察）／１１９番（消防署）へ連絡する（基本は教室運営者が行います）。

＊連絡事項=時間、場所、児童氏名、体調、事故の様子、他への連絡の有無
４ ネクスファスタッフが向かうまで、現場待機。

「自分だけで何とかする」のではなく、まず慌てず、教室までご連絡ください。

15



16

http://baba-lab.net/index.php
http://www.ogawanosho.com/
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http://www.wearenana.com/
http://www7b.biglobe.ne.jp/~mata-asita/
http://semamori-hoiku.jimdo.com/
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N=24
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